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苅田町青少年育成町民会議だより

第 7回

ふれあい

ウォークラリー

梅
雨
空
に

負
け
ず
に

歩
け
歩
け

六
月
九
日
、
役
場
を
ス
タ
ー
ト

・

ゴ
ー
ル
と
す
る
第
七
回
ふ
れ
あ

い

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
梅
雨
空
で
し
た
が
、

約
九
十
組

。
四
百
人
が
午
前
九
時
半

か
ら
次
々
に
ス
タ
ー
ト
。
コ
ー
ス
の

途
中
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
私
た
ち
の
町
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

ウ

ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

ｏ
問
題
は
け

っ
こ
う
む
ず
か
し
か

っ

た
で
す
。
ゴ
ー
ル
を
し
て
点
を

つ
け

る
と
け

っ
こ
う
あ

っ
て
い
た
。
景
品

を
も
ら

っ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

ｏ
毎
年
、

い
ろ
ん
な
町
の
問
題
で
、

ぼ
く
た
ち
の
町
の
こ
と
を
、
ぼ
く
は

全
然
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
今
度
ま
た
出
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ｏ
最
初
は
地
図
の
見
方
が
わ
か
ら
ず

迷

っ
て
し
ま

い
、
４
ｋｍ
コ
ー
ス
の
方

に
す
れ
ば
よ
か

っ
た
な
と
思

い
ま
し

た
。
三
時

間
半
ぐ

ら

い
か
か

っ
て

や

っ
と
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り

つ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
楽
し

い

一

日
を
過
ご
せ
て
よ

い
思

い
出
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま

す
。
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第

八

回

青

少

年

育

成

町

民

会

議

総

会

五
月
二
十

一
日
、
中
央
公
民
館
研

修
室
で
、
苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
第
八
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。町
民
会
議
が
結
成
さ
れ
て
七
年
が

た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
五
つ
の
部

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
青

少
年
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願

っ
て

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
活
動
方
針
と

重
点
目
標
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

活
動
方
針

明
日
を
担
う
青
少
年
が
、
明
る
く

元
気
で
心
豊
か
に
育

っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
青
少
年
の
非
行
は
依
然
増

加
傾
向
を
続
け
、
「
い
じ
め
」
に
よ
る

自
殺
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
営
業
等
環

境
浄
化
の
問
題
も
当
面
す
る
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
最
近
高
校
生
の

薬
物
乱
用
が
発
覚
す
る
な
ど
青
少
年

非
行
の
現
況
は
、
ま
こ
と
に
憂
慮
す

べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
況
を
考
え
る
と
き
、
今
こ
そ
町

民
会
議
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

青
少
年
非
行
や
問
題
行
動
は
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
社
会
風

潮
お
よ
び
家
庭
の
あ
り
方
な
ど
を
合

め
た
幅
広
い
要
因
を
は
じ
め
、
青
少

年
育
成
活
動
の
不
十
分
さ
に
も
あ
る

こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。当
町
民
会
議
で
は
こ
う
し
た
現
状

を
考
慮
し
、
過
去
に
お
け
る
事
業
の

成
果
と
反
省
に
た

っ
て
平
成
八
年
度

の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
新
規
事

業
や
改
善
事
業
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
は
特
段
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

要
望
を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
青
少
年

育
成
の
任
に
あ
る
関
係
機
関

・
団
体

の
連
携
協
力
体
制
を
い
っ
そ
う
密
に

し
て
精
力
的
に
推
進
し
、
所
期
の
目

的
の
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

重
点
目
標

。
「
い
じ
め
防
止
協
議
会
」
の
設
置
と

「
い
じ
め
・体
罰
を
な
く
す
草
の
根
運

動
」
の
展
開

。
青
少
年
が
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育

つ
、
町
民
あ
げ
て
の
環
境
づ
く
り

。
組
織
内
各
機
関

・
団
体
の
そ
れ
ぞ

れ
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
充
実

・
広
報
啓
発
活
動
の
強
化

。
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
連
携

２
一″
，
畜
Ｅ
Ｉ
‥
―
　
卜
に
Ｌ

八
年
目
を
迎
え
た

町
民
育
成
会
議
の
活
動

▲第 8回総会

▲夜間補導の様子
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【７
月
】

・
健
全
育
成
講
演
会

・
夏
体
み
前
期
特
別
補
導

・
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
募
集

。
有
害
図
画
等
に
対
す
る
ス
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【８
月
】

・
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

・
夏
休
み
補
導
活
動

・
盆
踊
り
大
会
補
導

【９
月
】

。
い
じ
め
ス
ト

ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

【１１
月
】

。
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

・
家
庭
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【１２
月
】

・
健
全
育
成
カ
レ
ン
ダ
ー

。
年
末
特
別
補
導

【１
月
】

。
い
じ
め
を
な
く
す
県
民
の
つ
ど
い

。
第
７
回
凧
作
り
教
室

【２
月
】

・
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
援

。
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
教
育
講
演
会

【３
日
【】

。
第
７
回
凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル

・
春
体
み
特
別
補
導
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′5ヽ向 山 少 年 陸 上 ク ラ ブ

インタビュ

③

今
回
は
向
山
少
年
陸
上
ク
ラ
ブ
監

督
の
大
矢
靖
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺

い

ま
し
た
。

①
ク
ラ
ブ
発
足
の
動
機
は

十
年
程
前
か
ら
自
分
自
身
の
健
康

管
理
の
た
め
、
仕
事
が
終
わ

っ
て
か

ら
週
に
何
度
か
走

っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
の
子
ど
も
に
は

ハ
ツ
ラ
ツ
さ
が

な
く
、
子
ど
も
な
り
に
ス
ト
レ
ス
も

た
ま
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
人
前

で
も
活
発
に
話
の
で
き
る
元
気
な

子
ど
も
に
な

っ
て
欲
し
く
思
い
、
六

年
程
前
か
ら
小
人
数
で
ク
ラ
ブ
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

今
で
は
小
学

一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
二
十
人
く
ら
い
で
走

っ
て
い

ま
す
。

向
山
少
年
陸
上
ク
ラ
ブ

キ

ャ
プ

テ
ン

中

川
　
　
達
（苅
田
小
六
年
）

父

母

の
方

の
声

わ
が
子
が
向
山
少
年
陸
上
ク
ラ
ブ

に
入

っ
て
数
年
が
た
ち
、
最
年
長
の

六
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

始
め
た
頃
は
、
四
、
五
人
し
か
い

な
か
っ
た
部
員
た
ち
も
今
で
は
二
十

人
ま
で
に
増
え
、
最
初
は
グ
ラ
ウ
ン

ド

一
周
す
る
の
も
息
を
き
ら
し
、
と

て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
が
、
今
で
は

五
、
六
月
走

っ
て
も
ま
だ
頑
張
れ
そ

う
で
す
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
縦
横

の
つ
な
が
り
が
で
き
、　
一
般
の
方
が

走

っ
て
い
る
と
き
に
も
自
分
た
ち
か

ら

「
こ
ん
ば
ん
わ
」
と
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

監
督
の
口
癖
で
あ
る
マ
ナ
ー
を
大

事
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
守

っ
て
、

こ
れ
か
ら
も

一
人
ひ
と
り
全
力
で
頑

張

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
同
ク
ラ
ブ
の
連
絡
先
　
向
山
少
年

陸
上
ク
ラ
ブ
監
督
。大
矢
靖
彦
（ａ
４

３
４
１
５
６
１
２
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
青

少
年
育
成
団
体
や
地
域
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
等
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
感
想
が
あ
れ
ば
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

②
練
習
内
容
は

毎
週
金
曜
日
の
六
時
半
か
ら
向
山

公
園
で

一
時
間
半
程
走
り
、
そ
の
中

で
基
礎
体
力
づ
く
り
や
マ
ナ
ー
な
ど

を
指
導
。
町
民
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

や
椎
田
町

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
等
に
参
加

す
る
た
め
練
習
し
て
い
ま
す
。

①
チ
ー
ム
の
特
徴
な
ど
は

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
上
級
生

は
下
級
生
の
面
倒
を
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
公
園
な
ど
を
利
用
す
る
マ

ナ
ー
を
指
導
し
、
走

っ
た
後
は

一
人

ひ
と
り
に
話
し
か
け
、
特
に
元
気
の

な
い
子
ど
も
を
み
か
け
た
ら
元
気
づ

け
た
り
す
る
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か

っ
て
い
ま
す
。
年

一

回
夏
休
み
を
利
用
し
、
子
ど
も
達
と

話
し
合
い
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
行

っ
て

い
ま
す
。

ぼ
く
が
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入

っ
た
の

は
二
年
生
の
時
で
す
。
友
達
が
先
に

入

っ
て
い
た
の
で
ぼ
く
も
入
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
苅
田
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
向
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
週
金
曜

日
の
夕
方
か
ら
走

っ
て
い
ま
す
。

二
月
の
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
、
三

月
の
椎
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
。
小
学
生

か
ら
大
人
の
人
ま
で
走
る
中
で
ぼ
く

た
ち
は
力

い
っ
ぱ

い
走
り
ま
す
。

走

っ
て
い
る
最
中
は
き
つ
い
け
れ
ど
、

走
り
終
わ

っ
た
後
は
う
れ
し
さ
で

い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
の
気
持
ち
は

走

っ
た
者
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
「や
る
ん
だ
／
／
」
の
か
け

声
ど
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3

ヽ

、ヽ_

燿臨臨…_



み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ

こ
ど
も
の
つ
ど
い

大
綱
引
き
大
会

魯

Ｌ
＝

４

●

こどもの国

カ

メ

ラ

ス

ケ

ッ

チ

＞
小
学
生
ク
イ
ズ
王
選
手
権

優
勝
チ
ー
ム
と
準
優
勝
チ
ー
ム

5月 19日 、かんだ港まつりの中で

「こどものつどい」が行われました。

正午から駅前商店街では恒例の大

綱引き大会。小中学生約600人が松山

軍と山伏軍に分かれ、200メ ー トルの

大綱を引き合いました。両軍とも 1

回ずつ勝ち、引き分けに終わりまし

た。

港まつりのメイン会場の幸町地先

ではこどもの国を開催。クイズ王選

手権やふれあい動物園、消防車試未

などいろいろな催 しものがあり、た

くさんの家族づれで賑わいました。

＞
消
防
車
体
験
試
乗

＞
ミ
二
四
駆
コ
ー
ナ
ー

＞

ミ

ニ
Ｓ

Ｌ

ヽ_

▲ふれあい動物園

＞
山
伏

軍
安

全
祈

願

の
様

子

・
ヽ

＞
松
山
軍
安
全
祈
願
の
様
子
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薬物乱用による心身への影響 ダ
メ
．
ゼ
ッ
タ
イ
．

シ
ン
ナ
ー
に
う

あ
な
た
の
良
い

一ナン
ノ

７

ヽ
ヽ
一
■

出 ち
か
て

Q&Aコ ーナー

回 シンナーくらいよいので

はないでしょうか。

日 それは間違いです。
シンナーは乱用すると成長

抑制、脳障害等、身体に障害

を引き起こします。また、シ

ンナー乱用者は覚せい剤に手を

出す確率も高いのです。

回 私たちに関係ないのでは
ないでしょうか。

日 大いにあります。

覚せい剤は人の弱味につけこ

んできます。

「この薬を打つと」
。1週間で 5 kg減 も夢でない。

・眠気スッキリ頭ハッキリ。
。つかれ知らずでいつも元気。

・精力倍増。

など魅力的な言葉には十分注

意しましょう。

し

・ 覚せい剤

ヽィ

ご
′1ヽ

1回 なら失奨夫さ

If l only use it one

tinle,I'1l be okay.

ダメ!それはまちがい

That's a mistake.

ィ
ノ sniff
ツ

一一 二
一

′″

ｔ

thinner 
1

´ ゛
大量に吸うと… 呼吸困難で死亡することも

,ヽfter inhaling a large amoun● ¨

breathing becomes difficult,

and even death is possible.

0
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ヨ
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■

■

何かウカレてきちゃうネ

体がシビレルみたいだナ

Soineho、アI feel like

I'in floating・

Iヽy body is tingling・ ¨

め ,ヽ

酪
Eう お・

stimulation
興

rush

ヽ 、ヽ 4 長期に乱用を続けると

After abusing drugs for a long rime...
ノ ε

犠1
′

■4寒

`0.ごalienation
・ 0

`|■
)

Zヽ
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F
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ち

hallucinations `1

オレはえらい !

何でもできる

I'm so smart.

I can do anything!

ヽ 1):

ヽ

｀
ヽ

‐"′■
ヽ_′ .

,S,ん

蛮や

ι'ρ

党せい剤をうつと

The amphetamine rush..
heh,heh,heh

ヒ
じ
じ
じ

ａ〃
―

ヽ

●

―惨
´
一

ヽ

ｒ
へ、

～

ヽ
薬づけの毎日となり ・
I:[e abuses drugs daily¨ ・ ′

で
じ
、

Drugs...drugs.

薬―

クスリ
ー

薬がされると
′
I｀ne drug、vears Off・

ら
ヽ
「
、

′
彩́

アア また
やってしまった

I'm going to

do it again.

体がだるくて

たまらない

I feel bad

already・ ¨

I feel sO

anxious,I

can't stand it

どこ

Depression
キ
'Pう

つ

おまえはだめだ

You are a

bad persOn
visual hallucinations

vl.tV
delusions

フ

L

れ

甕、■ヽ

彩矩

ファーッ助けてくれ!!
Help!

3 ,' E I l:, L ... After three months have passed.

ヽ
"″

″よう
`う

_‐
鮨 Jな
auditory hallucinations

7月 は「青少年を非行からまもる全国強調月間」です

次
代
を
担
う
青
少
年

を
健
全
育
成
す
る
こ
と

は
全
国
民
の
課
題
で
す
。

少
年
非
行
は
昭
和
５８

年
を
ピ
ー
ク
に
、
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、
万
引
き
等

の
初
発
型
非
行
や
中

・

高
校
生
に
よ
る
非
行
の

多
発
、
無
職
少
年
に
よ

る
凶
悪
、
粗
暴
な
事
件

の
発
生
、
暴
走
族
に
よ

る
暴
走
行
為
の
頻
発
、

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
少
年

や
少
年
の
福
祉
を
害
す

る
成
人
犯
罪
に
よ
る
被

害
少
年
の
増
加
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
悪
化
な
ど
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
７
月
を

「青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月

間
」
に
定
め
、
関
係
機

関
、
関
係
団
体
、
地
域

住
民
な
ど
が
青
少
年
の

非
行
に
対
す
る
共
通
の

理
解
と
認
識
を
深
め
、

非
行
防
止
の
た
め
の
諸

施
策
お
よ
び
活
動
を
有

機
的
な
連
携
の
も
と
に

集
中
的
に
実
施
し
、
非

行
防
止
の
徹
底
を
図

っ

て
い
ま
す
。
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A
青

少

年

教

育

相

談

Ｑ

＆

Ａ

苅
田
町
の
教
育
相
談
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
教
育
相
談
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

①
平
成
七
年
度
の
相
談
の
実
態
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

・
相
談
件
数
　
実
数
で
五
十
二
件

（延
数
六
十
二
件
）

。
主
な
相
談

い
じ
め
、
登
校
拒
否
、
し
つ
け
、

基
本
的
生
活
習
慣
、
非
行
、
友
人
関

係
な
ど
。

②
相
談
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

。
電
話
相
談
と
面
接
相
談
の
両
方
を

行
い
ま
す
。

・
相
談
は
、
ま
ず
時
間
を
か
け
て
よ

く
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

。
次
に
、
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
さ

れ
る
方
と
相
談
員
が

一
緒
に
悩
み
、

考
え
、
解
決
の
た
め
に
知
恵
を
出
し

合
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
相
談
員
が

も

っ
て
い
る
情
報
を
提
供
し
た
リ
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
ま
す
。

。
必
要
に
応
じ
て
専
門
の
先
生
や
専

門
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

■
「苅
田
町
の
教
育
相
談
員
の
先
生

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」

こ
ん
な
話
が
時
々
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。

▼
氏
名
　
榎
　
憲

一
郎

▼
一
九
二

一
年
生
ま
れ
。
行
橋
市
出

身
。
福
岡
第
二
師
範
学
校

（現
福
岡

教
育
大
学
の
前
身
）
卒
業
。
小
学
校

に
勤
務
。
勤
続
年
数
三
十
九
年
。

▼
苅
田
町
に
は
、
南
原
小
学
校

（教

諭
）。
自
川
小
学
校
山
口
分
校

（教

諭
）。
苅
田
小
学
校

（教
諭
）。
与
原

小
学
校
（校
長
）。
合
計
二
十
年
間
勤

務
。
▼
退
職
後
は
、
京
築
教
育
事
務
所
児

童

。
生
徒
指
導
相
談
員
三
年
。
苅
田

町
教
育
委
員
会
青
少
年
教
育
相
談
室

勤
務
四
年
目
。

★
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ま
せ
ん
で
し
た

つ
れ
い
し
ま
し
た

り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

は
よ
う
こ
ざ
い
ま
す

青 少 年 健 全 育 成

講 演 会 の ご 案 内

●日時  7月 20日 (祝 )

午後 1時30分受付 午後 2時開
会

●場所 三原文化会館大ホール
●演題  「子どもと共にこころを育む親
子関係一いじめ・登校拒否等の問題状況

から学ぶこと一」

●講師 藤原勝紀 (ふ じわら かつの り)
さん

(九州大学健康科学センター教授 )

●入場料 無料
●主催 苅田町青少年育成町民会議総務
部会

く講師プロフィール〉

・徳島県生まれ

・1968年 九州大学教育学部卒業

。1973年 同大学院教育心理学科博士課程

終了

。1974年 九州大学教養部講師、助教授を

経て平成元年より教授

。1994年 より現健康科学センター教授

みんなで広げよう
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●相談日時

毎週月 。水 。木 。金曜 (祝祭日を除く)

午前 9時～午後 4時30分

※相談は電話相談、面接相談の

。どちらでも受け付けます。

※秘密は固 く守ります。

青少年教育相談室(三原文化会館内)

築いていますが

暖かな家庭

日曜日は

編
集
後
記

七
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
で
す
。

町
民
会
議
で
は
、
こ
の
強
調
月
間

に
限
ら
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
家

庭
や
地
域
で
活
動
を
続
け
、
さ
ら
に

充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
も
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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子どものことで困つたら
い い こ に

438-1152
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